
　　振総合振興局が、11 月 29 日洞爺湖温泉のホ
　　テルで、「ごはんのお友」試食交流会を開催し
ました。
　加工品の製造業者と観光業者を結び、地場産品
を使った加工品の流通促進を狙って企画。管内の
関係者約50人が参加し、胆振の味を堪能しました。
　会場には、洞爺湖産あか毛和牛のそぼろ、黒豆
納豆、野菜ふりかけ、ワカサギの甘露煮など約 30
種類の「ごはんの
お友」が並べられ
ました。それぞれ
の食品のＰＲタイ
ムも設けられ、商
機を狙い熱心な紹
介が行われました。

　　爺湖町地場産品協同組合（長崎良夫代表理事）
　　が、11月 30日、地場産品を使った新メニュー
の開発などを狙い、洞爺湖文化センターで講演会
を行い、約 50人が参加しました。
　講師は、道の中小企業支援事業登録アドバイザー
の岡島義明氏。「あなたにもできる。豊富な地場産
品の付加価
値を高める
秘訣」をテ
ーマに、新
商品の開発
の手立てや
現代のマー
ケットリー
ダーである
女性や子供たちに受け入れられる商品など具体的
な販売方法を助言。
　地場産品の成功例として、標津町の手火山 ( て
びやま ) 造りのサケ節の取組みを紹介し、その可
能性を参加者に訴えました。


